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平成23年度大学入試センター試験アンケートの分析

愛媛県立松山東高等学校 浦田 雄一

愛媛県立新居浜西高等学校 松田 智也

愛媛県立西条高等学校 真田 幸治

１ はじめに

今年度の大学入試センター試験は、志願者数が558,984人

(昨年度553,368人)で、昨年度に比べて5,616人増加した。受

験率は94.42%(昨年度94.08%)とほぼ昨年度並みであった。

受験者数は「数学Ⅰ・数学Ａ」が377,714人(昨年度368,28

9人) 「数学Ⅱ・数学Ｂ」が340,620人(昨年度331,215人)と、

昨年度に比べ増加した。平均点は「数学Ⅰ・数学Ａ」が65.9

5点(昨年度48.96点) 「数学Ⅱ・数学Ｂ」が52.46点(昨年度5、

、 「 」 。7.12点)で 特に 数学Ⅰ・数学Ａ は16.99点もアップした

(数字は大学入試センター発表 )

「数学Ⅰ・数学Ａ 「数学Ⅱ・数学Ｂ」ともに大問構成、」

出題分野、配点ともに、昨年度と比べ変化はなかった 「数。

学Ⅰ・数学Ａ」は、全体的に難易度は易化し、平均点が16.9

9点プラスと大きくアップした。アンケート項目でも「出題

数はちょうどよい と答えた生徒は85.6% 昨年度67.2% 時」 （ ）、「

間はちょうどよい」と答えた生徒は65.8%（昨年度39.6%）と

ともに増え 「教科書の節末・章末問題と比べ難しかった」、

と答えた生徒は20.8%（昨年度85.1%）と大きく減少し、昨年

度と比べて易化したことを生徒達も感じ取れた様子である。

「数学Ⅱ・数学Ｂ」は、出題内容は昨年度と変わらないもの

の、計算量が少し多くなり、やや難化した。アンケート項目

で 「教科書の節末・章末問題と比べ難しい」と答えた生徒、

は55.5%（昨年度49.0% 「受験準備が必要」と答えた生徒は）、

79.4%（昨年度72.6%）ともに微増し、昨年度と比べやや難化

したことを生徒達も感じ取った様子である。また、２年ぶり

に本県生徒の平均点が全国平均を上回り、各校の先生方、生

徒たちの努力が報われた喜ばしい結果である 「数学Ⅰ・数。

学Ａ 「数学Ⅱ・数学Ｂ」ともに試験時間60分という時間を」

考えると、今年度も、受験生にとって高い計算処理能力と数

学的な考えが必要とされ、依然として綿密な準備が必要な出

題傾向であった。

大学入試研究委員会では、県内の高校生に対して、昭和63

年度入試から共通一次試験、平成２年度入試からは大学入試

センター試験に関するアンケートを毎年実施している。この

アンケートの結果を分析し、これをもとに数学の指導方法に

ついて研究を続けてきた。今回も昨年度に引き続き意識調査

のアンケートを「数学Ⅰ・数学Ａ」と「数学Ⅱ・数学Ｂ」の

科目別に分けて、受験生の意識を詳細に探ることができるよ

う努めた。

２ アンケートの概要

大学入試研究委員会では愛媛県内の高校生の受験したセン

ター試験の結果を今後の指導に生かすため、例年、県内各高

校の協力を得て、現役高校生の実態調査をしている。

アンケートはセンター試験の各設問別に正答、誤答、無答

を記入する問題編と、受験生がセンター試験を受験しての意

識を問うアンケート編の２部構成となっている。今回のアン

。 、ケートは県内各高校の2,037名の受験生の協力を得た また

アンケート実施日はセンター試験直後である。(本文後に調

査結果を掲載)

なお、表中の愛媛県平均とは、アンケート調査結果による

データであり、愛媛県下全ての受験生の平均ではない。

表１ 平均点比較

愛 媛 全 国

(49 ) 65 .95 (48 .96 )数学ⅠＡ 70 .6 .4

(55 .2 ) 52 .46 (57 .12 )数学ⅡＢ 53 .0

( )は、前年度の平均点を表す。

全国平均は大学入試センター発表

表２ 全国平均点、愛媛県平均点の推移

数学Ⅰ・数学Ａ

愛 媛 全 国 差

H 1 4 6 8 . 2 6 3 . 8 4 . 4

H 1 5 6 7 . 2 6 1 . 2 6 . 0

H 1 6 7 2 . 4 7 0 . 2 2 . 2

H 1 7 7 1 . 7 6 9 . 4 2 . 3

H 1 8 6 8 . 6 6 2 . 4 6 . 2

H 1 9 5 9 . 5 5 4 . 1 5 . 4

H 2 0 7 1 . 6 6 6 . 3 5 . 3

H 2 1 68 .0 6 4 . 0 4 . 0

H 2 2 4 9 . 4 4 9 . 0 0 . 4

H 2 3 7 0 . 6 6 6 . 0 4 . 6

数学Ⅱ・数学Ｂ

愛 媛 全 国 差

H 1 4 5 9 . 6 5 9 . 2 0 . 4

H 1 5 5 5 . 1 4 9 . 8 5 . 3

H 1 6 4 3 . 8 4 5 . 7 - 1 . 9

H 1 7 5 1 . 5 5 2 . 5 - 1 . 0

H 1 8 6 0 . 3 5 7 . 7 2 . 6

H 1 9 4 9 . 5 4 8 . 9 0 . 6

H 2 0 5 1 . 9 5 1 . 0 0 . 9
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H 2 1 4 9 . 3 5 0 . 9 - 1 . 6

H 2 2 5 5 . 2 5 7 . 1 - 1 . 9

H 2 3 5 3 . 0 5 2 . 5 0 . 5

３ センター試験の全体的傾向

(1) 数学Ⅰ・数学Ａ

、 。 、出題形式 配点ともに昨年度と同様である 昨年度に続き

数学Ａの「集合と論理」が、第１問の後半に出題された。数

学Ａの平面図形は、例年通り、数学Ⅰの図形と計量とまとめ

て出題されたが、融合問題というよりはそれぞれの分野の基

本が定着しているか確認する問題であった。今年度は、第１

問に煩雑な計算があり、時間配分を含め、ここをうまく乗り

切れるがポイントであった。昨年度に比べ、第３問の得点の

上昇が12.2点もあり、平均点の上昇に大きく影響している。

表３ 大問別平均点および得点率

問題 番号
平均点 得点率

(配点 )

第１問 (20)
13 .1 65 .5％

方程式と不等式・
（ 13 .2） （ 66 .0％ ）集合と論理

第２問 (25)
17 .7 70 .8％

２次関数
（ 18 .3） （ 73 .2％ ）

第３問 (30)
22 .0 73 .3％

図形と計量・
（ 9 .8） （ 32 .7％ ）平面図形

第４問 (25)
17 .7 70 .8％

場合の数・確率
（ 14 .0） （ 32 .4％ ）

( )は、前年度を表す。

それでは問題ごとの分析を行う。

第１問「方程式と不等式・集合と論理」

〔１〕無理数の計算と絶対値記号のついた不等式の問題で

ある。後半の絶対値の部分は、直接数値を代入しても解ける

が、前半の結果を利用し計算を少しでも楽に解くことができ

た。それに気がつかなかった生徒は時間がかかり以後の問題

に影響が出たことが予想される。第１問の〔１〕から、時間

のかかる問題を後回しにする判断力が求められた。

〔２〕昨年度に引き続き、命題の反例、対偶、必要条件・

十分条件の問題である。(1)から反例についての設問が出題

され、生徒たちは戸惑ったかもしれない。(2)は比較的標準

的な対偶の設問である。(3)は(1)(2)を利用することに気が

つくことができれば簡単に解くことができる。

ｺｻｼｽ 、 ｾｿﾀ の正答率が20%強となっており、第

１問〔１〕から生徒たちは動揺を受けたかもしれな

の正答率は を30%い。また 〔２〕の ﾁ 、 ﾄ ﾂ 、 ﾃ、

ほど下回っており、問題に工夫が見られると、解けない生徒

昨年度と同程度であった。が出るようである。難易度は

第２問「２次関数」

軸の方程式、グラフと 軸との共有点、平行移動、区間に

前半のおける関数の最大・最小を題材とした問題である。

軸の方程式、共有点を持つ値の範囲を求める部分に

おいて、係数に文字が入っているので計算が少し大

変であるが、頻出問題であるのでしっかり準備して

後半の最大値・最いれば十分対処できる問題である。

小値を求める部分は、区間と軸の関係から一見場合分けが必

要に見えるが、位置関係は1つに限定されそのことに気がつ

けば容易であった。大問を通しての得点率が70.8%となって

昨年度と同程度であった。おり、難易度は

第３問「図形と計量・平面図形」

円に内接する四角形に関する三角比と平面図形の問題であ

る。例年のように「図形と計量」と「平面図形」の融合度合

、 。いが強くなく 前半後半でそれぞれの理解度を問われている

前半では、余弦定理・面積の計算に関する定番の問題で、基

本的な教科書レベルの内容が理解できていれば十分取り組め

た。後半は、三角形の相似・円周角の性質・方べきの定理に

関する問題で、前半の結果から図形を書き直し正しい位置関

係の把握をすることがポイントであった。着目すべき三角形

を見つけ出すことができるかで差がついたと思われる。前半

ｼｽ 、 ｾｿ の正の正答率が90%前後ととても高く、後半も

答率が75%前後で、難易度は昨年度より易化した。

第４問「場合の数・確率」

さいころを８回投げる反復試行の問題である。

を用いて確率を表しているので、最後の期待値の部

分以外の計算量が抑えられている。計算量が抑えら

れた分、基本の理解度で差がつく問題であった。(2)

で 、 の性質について問われ

前半の正答率が8る設問があり目新しい内容であった。

ﾁﾂﾃﾄﾅﾆ の正答率0%前後と高く、後半の期待値を計算する

が20.6%と低いが、他は ｻ 、 ｼ 、 ｽｾ が70～90%、

ｿﾀ も52.2%の得点率があり、難易度は昨年度より易

化した。

(2) 数学Ⅱ・数学Ｂ

出題形式・配点とも昨年度と同様である。第１問

と第２問の必須問題は、計算量も多くなく典型的な

内容であった。選択問題の第３問・第４問でやや煩

雑な計算が見られた。第３問の「数列」では、数直

線上の点から数列を考察し、隣接三項の漸化式を誘

導に従って解いていく目新しい設問であった。得点

%（昨年度43.5%）と、大きく減少したので、生徒率が28.0

第４問のベクトルは、たちは戸惑ったのかもしれない。

第６問は、昨年昨年度に続き空間ベクトルであった。

度と同様に誘導は丁寧であったが計算量が増えている。今年

度も選択問題の組み合わせは、ほとんどのものが（93.0%）

数列・ベクトルのパターンを選んでいる。

nCr=nCn-rnCr=n-1Cr-1+n-1Cr

x

p, q
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表４ 選択問題をいつ選んだか

選 択 し た 問 題 選 択 し た 問 題 以 外 も 解 い て み

のみを解いた て自信のある問題を解答し た

9 6 . 5％ 3 . 5％

表５ 大問別平均点および得点率

問題 番号 得
平均点 点率

(配点 )

19 .7 65 .7％第１問 (30)

（ 19 .4） （ 64 .7％ ）いろいろな関数

15 .7 52 .3％第２問 (30)

（ 18 .2） （ 60 .7％ ）微分・積分

5 .6 28 .0％第３問 (20)

（ 8 .7） （ 43 .5％ ）数列

12 .1 60 .5％第４問 (20)

（ 9 .1） （ 45 .5％ ）ベクトル

6 .2 31 .0％第５問 (20)

（ 5 .4） （ 27 .0％ ）統計

6 .4 32 .0％第６問 (20)

（ 5 .3） （ 26 .5％ ）数値計算と

コンピュータ

( )は、前年度を表す。

表６ 問題選択の組み合わせのパターン

組み合わせのパターン 割合

第３問と 第４問
9 3 . 0 %

(数列＋ベクトル)

第３問と 第５問
2 . 0 %

(数列＋統計)

第３問と 第６問
0 . 1 %(数

列＋数値計算とコンピュータ)

第４問と 第５問
4 . 0 %(ベ

クトル＋統計)

第４問と 第６問
0 . 2 %(ベ

クトル＋数値計算とコンピュータ)

第５問と 第６問
0 . 7 %(統

計＋数値計算とコンピュータ)

それでは問題ごとの分析を行う。

第１問「いろいろな関数」

〔１〕三角関数の最小値求める問題で、置き換えを利用し

２次関数の最小値を求める典型的な設問である。２倍角の公

式・三角関数の合成の公式を覚えていれば簡単であった。誘

導も丁寧で、置き換えた文字の値の範囲も流れに沿って出す

ことができる。正答率もおおむね80%を超え、最後の でｿﾀ

も63.3%あった。

〔２〕２つの対数不等式を満たす自然数を求める問題であ

る。対数の基本計算と底の変換公式を利用し 〔１〕と同じ、

く置き換えを行う。前半は、基本の計算の部分である のﾂﾃ

正答率が74.3%、 ﾄﾅ ， ﾆﾇ の正答率が約69%と思ったほど高

くない。この単元独特の計算力の不足を感じる。 ﾈ の正答

率は14.9%と極端に下がっており、対数の不等式が解けない

生徒が多かった様子である。後半は、 の項と対数の項が混

じった目新しい問題であった。自然数であるので直接候補と

なる数値を代入していくことに気がつけば簡単であったが、

計算で実際に解こうとしたら行き詰まったであろう。誘導も

なく解きにくい内容であった。

問題量・計算量は〔１ 〔２〕ともに標準的で 〔２〕で差〕 、

はついたと思われるが、難易度は昨年度と同程度であった。

第２問「微分法・積分法」

放物線の接線、放物線と直線で囲まれる部分の面積、３次

関数の最大・最小を求める典型的な問題である。前半は、放

物線の式も簡単なので複雑な計算もなく解くことができる。

正答率も ｱｲｳ ， ｴｵｶ が85%前後、 ｷｸｹ ， ｺｻｼｽｾ が60%前後

となっている。後半は、３次関数の最大・最小を求める問題

であるが、正答率が30%前後と急落している。状況を理解し

計算に持ち込むことができなかったのかもしれない。難易度

は昨年度と同程度であった。

第３問「数列」

隣接３項間の漸化式を階差数列の誘導に従って解いていく

問題である。漸化式、等差数列、等比数列、等差×等比の和

など、幅広い内容であった。前半は、隣接３項間の漸化式で

センター試験では目新しい内容であった ｱｲ の正答率が57.。

7%と低く、題意を文章より読み取ることができなかった様子

。 、 、である 後半は 等差×等比の和を利用した問題であったが

見慣れた表現ではないので、 の意味するものを理解で

きれば対応することができた。ここは、理解度の差がつく問

題である。正答率が10%前後で、前半と大きな違いが見られ

。 、 、た 大問を通して 昨年度より正答率が15.5%減少しており

難易度は昨年度に比べ難化した。

第４問「ベクトル」

四角錐における空間ベクトルの問題である。ベクトルの演

算・１次独立・内積の計算の典型的な設問である。前半は、

底面の形に着目すれば を簡単に求められ、空間における

内分点も基本であり、正答率も80～90%あった。後半は、丁

寧な誘導があるが、計算量が少し多いので、時間切れになっ

た生徒もいたと思われる。正答率も ｽｾ から40%前後に落ち

ている。大問を通して、計算量は昨年度と比べ同程度である

が、丁寧な誘導があり、得点率が60.5%(45.5%)と15%上昇し

ている。難易度は昨年度に比べ若干易化した。

第５問「統計とコンピュータ」

ゲームの得点から、平均値・分散・標準偏差を求め、得点

の範囲・相関関係を扱う問題である。幅広く多くの値を求め

るので、十分な公式の理解と迅速な計算を行う力が必要であ

った。(3)の３元連立方程式を考えるところや、(5)の２変数

OD

Sn-rSn

x
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量の変化率を考える部分が目新しいところである。

ｱｲｳ の正答率が77.7%であるが、その後の正答率が急落し

ており、大問を通しての得点率も31.0%と高くなかった。教

科書にあるレベルの問題であり、多くのデータを素早く分析

する必要はあるが、難易度は昨年度と同程度であった。

第６問「数値計算とコンピュータ」

自然数に対して特定の操作を繰り返すと必ず１になるとい

う角谷の予想といわれる整数論の問題である。ベーシックを

利用し、教科書レベルの内容で比較的対処しやすい問題であ

る。問題文がやや長いので手順の理解に気をつける必要があ

るが、プログラム自体は簡単であった。(1)は、具体的な数

値の計算をすることで操作の確認ができる。(3)は、プログ

ラムの作り直しが求められ、演習を十分行い準備をして受験

しなければならないと感じた。標準的な内容であり、難易度

は昨年度より易化した。

４ 研究のまとめと今後の課題

今年度の出題傾向から次の３点が上げられる。

(1) 計算処理能力の強化

毎年言われることであるが 「数学Ⅰ・数学Ａ 「数学Ⅱ・、 」

数学Ｂ」ともに60分という試験時間を考えると、１問１５分

程度で解答しないといけない。受験生にとって高い計算処理

能力が必要とされ、マークシート形式の試験方式から計算ミ

スも許されない。日頃から時間を意識し、計算処理能力の向

上を目標とした演習を行うことが必要であると思われる。

(2) 問題内容の理解力強化

限られた時間で実力を出し切るためには、解ける問題を素

早く選択する力と、解けない問題をあきらめる判断力も必要

になってくると思われる。本年度の「数学Ⅰ・数学Ａ」の第

１問がそれに当たると思う。また、内容自体は簡単であるの

に、文章で出題されたりいつもと違う表現であった場合に、

得点率が落ちる傾向が見られる。解き方の道筋を見つけ判断

するためにも、問題内容の理解力が必要であると思う。

(3) 融合問題への対応

「数学Ⅰ・数学Ａ」では第３問に 「数学Ⅱ・数学Ｂ」で、

は第１問・第２問に融合問題が出題された。知識や計算だけ

で答えを求めるのではなく、数学的な思考力を問う融合問題

は今後も多い少ないはあるが出題されると考えられる。教科

書中心の授業では十分対応することはできないので、教科書

レベルの標準問題をしっかりと理解させたあと、演習を行う

必要があると思う。また、題意を理解し適切な図を書く、読

解力も重要なポイントであると思う。

センター試験において、教科書レベルの基本問題を理解さ

せるため、基本的な事柄の反復練習を徹底することはとても

効果的であると思う。しかし、数学的な思考力と図形的な性

質を利用する力つけなければ、高得点を目指すことはできな

い。反復練習と時間をかけてじっくり考えるという２つの指

導をバランスよく行うことが求められている。限られた高校

早期からの計画的なセンター試生活で対処するため、

また、生徒達の目標実現の験用の演習が必要であろう。

ために、我々も変化に対応すべく努力を続けていかなければ

ならない。

平成23年度大学入試センター試験数学アンケート集計結果

数学Ⅰ・数学Ａ

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比べ

人数 %

やさしかった 23.5%471

同じ程度だった 55.8%1119

むつかしかった 20.8%417

２ この程度の問題ならば

%人数

教科書中心の授業で十分 49.4%991

受験準備が必要 50.1%1006

３ 出題数は

人数 %

少なすぎる 2.3%47

ちょうどよい 85.6%1719

多すぎる 12.1%242

４ 出題分量に対して、時間は

人数 %

少なすぎる 29.8%599

ちょうどよい 65.8%1320

多すぎる 4.4%88

５ 問題の傾向についてみると

人数 %

知識を問う傾向 21.6%431

考え方を見る傾向 33.2%662

知識と考え方のバランス 45.1%898

がとれている

６ 解答形式(マークセンス方式)について、その練習は

人数 %

しなくてもよい 11.1%221

少しはしたほうがよい 61.2%1220

大いにしなければいけな 27.7%551

い

自己採点結果

第１問 正答 誤答 無答

ｱｲｳ 99.5% 0.4% 0.1%

ｴｵ 99.5% 0.3% 0.2%

ｶｷｸｹ 76.7% 18.2% 5.1%

ｺｻｼｽ 23.8% 53.6% 22.5%

ｾｿﾀ 22.2% 54.6% 23.1%

ﾁ 53.6% 40.4% 6.0%

ﾂ 83.8% 13.3% 2.8%

ﾃ 82.1% 14.5% 3.4%

ﾄ 57.6% 35.6% 6.8%
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第２問 正答 誤答 無答

ｱｲｳ 89.3% 9.4% 1.3%

ｴｵ 86.1% 12.0% 1.9%

ｶｷｸ 78.2% 17.3% 4.5%

ｹｺ 83.8% 11.9% 4.2%

ｻｼ 75.1% 17.0% 7.9%

ｽｾ 66.3% 24.4% 9.3%

ｿﾀ 72.3% 17.6% 10.1%

ﾁﾂ 52.5% 33.3% 14.2%

ﾃﾄ 43.6% 40.0% 16.4%

第３問 正答 誤答 無答

ｱｲ 97.4% 2.3% 0.3%

ｳｴ 98.3% 1.2% 0.4%

ｵｶ 95.9% 3.2% 0.9%

ｷｸ 94.4% 4.5% 1.0%

ｹ 92.8% 5.5% 1.7%

ｺｻ 85.9% 10.9% 3.2%

ｼｽ 79.5% 16.0% 4.5%

ｾｿ 74.4% 19.8% 5.8%

ﾀ 27.5% 60.2% 12.2%

ﾁ 46.3% 42.5% 11.1%

ﾂ 25.1% 59.9% 15.0%

第４問 正答 誤答 無答

ｱｲ 97.5% 2.1% 0.4%

ｳｴ 97.1% 2.3% 0.6%

ｵｶ 91.1% 6.6% 2.3%

ｷｸ 79.3% 16.8% 4.0%

ｹｺ 81.3% 14.3% 4.4%

ｻ 87.1% 9.6% 3.2%

ｼ 83.4% 12.7% 3.8%

ｽｾ 70.2% 20.7% 9.0%

ｿﾀ 52.2% 34.0% 13.8%

ﾁﾂﾃﾄﾅﾆ 20.6% 46.7% 32.7%

数学Ⅱ・数学Ｂ

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比べ

人数 %

やさしかった 7.3%145

同じ程度だった 37.1%733

むつかしかった 55.5%1097

２ この程度の問題ならば

人数 %

教科書中心の授業で十分 19.7%390

受験準備が必要 79.4%1568

３ 出題数は

人数 %

少なすぎる 2.7%54

ちょうどよい 66.7%1318

多すぎる 30.6%604

４ 出題分量に対して、時間は

人数 %

少なすぎる 48.6%960

ちょうどよい 44.4%876

多すぎる 7.0%139

５ 問題の傾向についてみると

人数 %

知識を問う傾向 11.0%215

考え方を見る傾向 41.9%822

知識と考え方のバランス 47.2%926

がとれている

６ 解答形式(マークセンス方式)について、その練習は

人数 %

しなくてもよい 9.7%190

少しはしたほうがよい 57.1%1121

大いにしなければいけな 33.2%653

い

７ どの問題を選択しましたか

人数 %

第３問と第４問 93.0%1819

第３問と第５問 2.0%40

第３問と第６問 0.1%2

第４問と第５問 4.0%78

第４問と第６問 0.2%4

第５問と第６問 0.7%13

８ 選択問題について

人数 %

選択した問題のみを解い 96.5%1881

てマークした

選択した問題以外も解い 3.5%69

てみて、自信のある解答

をマークした

自己採点結果

第１問 正答 誤答 無答

ｱｲｳｴ 91.7% 7.1% 1.2%

ｵｶ 74.5% 21.3% 4.2%

ｷｸ 86.9% 10.8% 2.2%

ｹ 81.8% 14.6% 3.5%

ｺｻ 85.5% 10.4% 4.1%

ｼ 87.3% 8.8% 4.0%

ｽ 81.0% 13.6% 5.4%

ｾ 70.5% 22.4% 7.1%

ｿﾀ 63.3% 28.3% 8.4%

ﾁ 86.2% 9.2% 4.7%

ﾂﾃ 74.3% 19.4% 6.3%

ﾄﾅ 68.1% 22.8% 9.1%

ﾆﾇ 69.3% 21.2% 9.5%

ﾈ 14.9% 68.6% 16.5%

ﾉﾊ 26.5% 53.4% 20.2%
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第２問 正答 誤答 無答

ｱｲｳ 89.4% 9.2% 1.4%

ｴｵｶ 84.3% 13.3% 2.4%

ｷｸｹ 64.3% 28.5% 7.1%

ｺｻｼｽｾ 57.3% 29.9% 12.8%

ｿﾀﾁ 30.1% 50.1% 19.8%

ﾂﾃ 35.1% 41.9% 23.1%

ﾄﾅﾆ 29.8% 44.1% 26.1%

第３問 正答 誤答 無答

ｱｲ 57.7% 36.0% 6.3%

ｳ 91.3% 5.7% 3.0%

ｴｵｶ 48.4% 39.4% 12.2%

ｷ 62.7% 27.0% 10.3%

ｸｹ 22.1% 53.4% 24.5%

ｺｻ 21.1% 55.0% 23.9%

ｼｽ 13.4% 61.4% 25.2%

ｾｿﾀ 6.6% 57.2% 36.2%

ﾁﾂ 16.6% 49.7% 33.7%

ﾃﾄﾅ 5.2% 58.6% 36.1%

第４問 正答 誤答 無答

ｱｲ 89.9% 8.1% 2.0%

ｳｴｵｶ 79.0% 17.9% 3.1%

ｷｸｹ 71.1% 21.6% 7.3%

ｺｻ 77.5% 15.6% 6.8%

ｼ 82.0% 10.9% 7.1%

ｽｾ 41.3% 44.7% 13.9%

ｿﾀ 57.2% 28.2% 14.7%

ﾁ 69.1% 19.2% 11.7%

ﾂﾃ 43.8% 36.8% 19.4%

ﾄ 32.6% 46.4% 21.0%

第５問 正答 誤答 無答

ｱｲｳ 77.7% 18.5% 3.8%

ｴｵｶｷ 38.5% 45.4% 16.2%

ｸｹ 43.8% 34.6% 21.5%

ｺｻｼｽ 21.5% 50.8% 27.7%

ｾｿ 22.3% 50.8% 26.9%

ﾀ 21.5% 53.1% 25.4%

ﾁ 26.2% 50.8% 23.1%

ﾂﾃ 12.3% 59.2% 28.5%

ﾄﾅ 10.0% 56.2% 33.8%

ﾆﾇ 16.9% 51.5% 31.5%

ﾈﾉ 10.8% 56.9% 32.3%

ﾊ 44.6% 30.0% 25.4%

ﾋ 37.7% 34.6% 27.7%

ﾌﾍ 10.0% 56.2% 33.8%

第６問 正答 誤答 無答

ｱ 68.4% 31.6% 0.0%

ｲｳ 52.6% 47.4% 0.0%

ｴ 31.6% 63.2% 5.3%

ｵ 21.1% 73.7% 5.3%

ｶ 31.6% 63.2% 5.3%

ｷ 15.8% 78.9% 5.3%

ｸ 15.8% 78.9% 5.3%

ｹ 42.1% 52.6% 5.3%

ｺ 26.3% 68.4% 5.3%

ｻ 15.8% 78.9% 5.3%

センタ－試験 【数学Ⅰ・Ａ， 数学Ⅱ・Ｂ】

１月１６日実施 各６０分 各１００点

数学Ⅰ・数学Ａ
（全 問 必 答）
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数学Ⅱ・数学Ｂ
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